
【２．外国人労働者実態調査結果】 
 

２－８ 働く上での問題点 
日本で働く上で最も問題となった点についての自由筆記をみると、言葉の問題を挙げて

いる件数が最も多く(63件)、次いで労働条件・社会保険、差別・偏見に関する件が多い。 
 
【問題点の例】 
 
○言葉の問題 （６３件） 
・ 病院の診察のときに言葉がわからないので困る。 
・ 言葉。日本語教室がどこにあるか分からない。 
・ 日本中に外国人が多いため他言語でオリエンテーションが必要だと思います。特に外国

人が多く働いている会社。 
○労働条件、社会保険 （４３件） 
・ 勤務時間が決まっていないため、残業の多い時があったり、定時だけの時が続いたり、

土日働いたりするときもあるので、体調が崩れることがある。 
・ いくら熱心に働いても保障してくれません。認めてくれません。やめさせられた時も保

障がありませんでした。 
・ 労働時間が長い。時々過労になります。 
・ 25％の残業保障がない。社会保険に加入していないこと。 
・ 勤務時間外の保障がないこと。断る権利があっても断れない状況。 
○差別・偏見 （２８件） 
・ 平等ではない。ブラジル人に対して、無視したり、ばかにしたり、いろいろあります。 
・ 派遣会社の従業員に差別された。また、不動産屋で差別された。 
○人間関係、コミュニケーション （１３件） 
・ 頼まれて上司や社長の通訳を同僚の外国人にすると、上司でもないのに偉そうに指示を

すると誤解され、付き合いがうまくできない。 
・ 日本人との人間関係 
○子ども、家庭 （９件） 
・ 最大の問題は、時間がなくて子供の世話をすることができないこと。 
・ ブラジルにいる家族との距離。 
・ 子供達が夏休みのときに仕事なので預けるところがない。 
○その他 （２５件） 
・ 今はありません。でも、多くの外国人は、保証人になってくれる人がいないため、日本

に永住する可能性が少なくなる。 
・ 税金の問題 

 ○質問 
 あなたが、日本で働く上で最も問題となった点について教えてください（自由筆記）
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